
サポートルーム 夏の研修 

～ サポートルームでは、夏休みに研修を行いました ～ 

１、 PBS「ポジティブ行動支援」 

夏の研修では、サポートルーム教員の研修「行動問題の理解と解決のためのアイデア創造ワークショッ

プ」を用いて、相原小の教員に向けて校内研修をさせてもらいました。 

 ～PBS とは…ポジティブ行動支援（Positive Behavioral Support）～ 

   ①適切な行動をしている時間を増やす。 

   ②ポジティブな評価を受ける機会を増やす。 

   ③変えたい行動の機能を予測し、その機能を受け入れ、満たす支援をする。 

 PBS について説明、紹介させてもらった後、実際に PBS を考えるゲームに取り組んでもらいました。 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

     

（一部抜粋） 

２、行動支援錯誤ゲーム 

 望ましくない行動を減らすための支援案を試行錯誤しながら検討するカードゲームをしました。ポジティブ行

動支援を行うためのケース会議を体験的に理解することが目的です。 

「行動カード」「機能カード」「アイデアカード」「お楽しみカード」を使って３～4 人１グループで行いました。 

（１） 手順 

① 子供役と支援役にわかれる。 

② 子供役は機能カードをもとに、行動カードに書かれた行動をする。 

③ 支援役はお楽しみカード（子供が好きなもの）とアイテムカードを使って支援をする。 

 

 

 



（２）カードの内容一覧（一部抜粋） 

【行動カード】 

【機能カード】（最後２枚は行動カード） 

 

【お楽しみカード】 

 

【アイデアカード】イラストの場合と、文章の場合と 2 パターンあります。 

 

（３）成果 

・子どもの立場で支援をされる体験を通して、子供の視点を理解できた。 

・観察力を引き上げる練習になった。 

・考え方が柔軟になり、いつもとは違う新しい支援のひらめきが得られる。 

 

 

 

 

 

 



３、シン・PBS 

 最後はお待ちかね深澤先生の PBS コーナー☆（ピリピリ・ビリビリ・さあ大変） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんでビリビリを体験して、子供のドキドキ緊張する気持ちを経験しました☆ 

 「遊びじゃないよ、勉強だよ！サポートルームは人生の勉強をするところだよ」 

 と深澤先生は言うのでした。                                ☆完☆ 

ドキドキしすぎて顔が上げら

ない先生もいましたね☆ 


